
日
本
の
出
版
文
化
は
そ
の
萌
芽
期
か
ら
仏
教
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
江
戸
時
代
に
入
り
、
外
典
の
出
版
も
盛

ん
に
な
っ
た
が
、
仏
典
出
版
が
質
的
に
も
量
的
に
も
出
版
文
化
の
隆
盛
を
牽
引
し
て
い
た
こ
と
に
異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
出
版
は
主
に
各

宗
寺
院
・
書
林
が
行
っ
た
が
、
な
か
で
も
後
世
へ
の
出
版
文
化
に
対
す
る
影
響
と
い
う
点
で
注
目
す
べ
き
は
、
黄
檗
宗
に
よ
る
黄
檗
版
大
蔵
経

（
以
下
「
檗
蔵
」）
の
出
版
で
あ
る
。
檗
蔵
は
、
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）、
鉄
眼
道
光
（
一
六
三
〇
〜
一
六
八
二
）
の
発
願
募
縁
に
よ
っ
て
黄
檗

山
宝
蔵
院
（
１
）
で
開
板
さ
れ
、
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
に
ひ
と
ま
ず
完
成
を
見
た
。
そ
の
底
本
に
は
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
に
大
坂
の
勝
性
印
が

隠
元
隆
波
（
一
五
九
二
〜
一
六
七
三
）
に
寄
進
し
た
嘉
興
版
大
蔵
経
（
以
下
「
嘉
興
蔵
（
２
）
」）
が
版
下
と
し
て
使
わ
れ
た
と
見
ら
れ
る
が
（
３
）
、
完
本
で

は
な
か
っ
た
ら
し
く
、
松
永
知
海
氏
等
の
調
査
・
研
究
に
よ
っ
て
、
初
期
の
刷
り
本
の
な
か
に
は
嘉
興
蔵
と
は
異
な
る
版
式
の
版
が
混
入
し
て
い

た
こ
と
が
徐
々
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
る
（
４
）
。
檗
蔵
に
混
入
さ
れ
た
異
版
―
―
一
般
に
「
入
れ
版
」
と
呼
ぶ
―
―
に
は
和
刻
本
・
朝
鮮
版
等
が

あ
る
が
、
時
代
が
下
る
に
従
い
、
そ
れ
ら
が
嘉
興
蔵
の
覆
刻
本
に
す
げ
替
え
ら
れ
て
い
く
傾
向
に
あ
り
、
現
在
で
は
、
入
れ
版
の
底
本
の
問
題
や
、

改
刻
の
時
期
・
方
法
・
背
景
等
の
究
明
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
（
５
）
。
本
稿
で
は
、
檗
蔵
の
入
れ
版
問
題
に
つ
い
て
、
成
田
山
仏
教
図
書
館
が
所

蔵
す
る
唐
・
釈
玄
奘
訳
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』（
以
下
「『
倶
舎
論
』」）
の
版
本
三
点
を
起
点
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
で
、
江
戸
時
代
の
和
刻
本
仏
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典
の
出
版
に
お
い
て
檗
蔵
の
出
版
が
い
か
に
か
か
わ
っ
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
　
成
田
山
仏
教
図
書
館
蔵
本
三
点

成
田
山
仏
教
図
書
館
で
は
、
こ
の
三
点
を
、
い
ず
れ
も
大
蔵
経
の
一
部
と
し
て
で
は
な
く
、
単
独
の
書
と
し
て
所
蔵
す
る
。
こ
れ
ら
が
大
蔵
経

の
離
れ
本
か
単
行
本
か
は
次
節
で
検
討
す
る
と
し
て
、
ま
ず
三
点
の
書
誌
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

阿
毘
達
磨
倶
舎
論
三
十
巻
坿
音
釈
　
全
九
冊
　
請
求
番
号
四
八
―
三
〇
〇
（
以
下
「
成
本
（
イ
）」
又
は
「（
イ
）」
と
略
す
）

双
辺
二
十
一
・
一
×
十
四
・
二
　
無
界
十
行
二
十
字
　
無
魚
尾
白
口
　
無
点

首
〔
扉
絵
〕（
裏
云
「
皇
図
鞏
固
　
帝
道
遐
昌
／
仏
日
増
輝
　

輪
常
転
」）

次
「
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
巻
第
一
／
尊
者
世
親
造
／
唐
三
蔵
法

師
玄
奘
奉
詔
訳
」

以
下
至
巻
第
三
十
　
一
部
巻
末
有
音
釈
　
版
心
題
「
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
」

無
刊
記
　
題
簽
題
「
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
」

又
題
簽
上
部
に
「
論
」
と
あ
り
　
印
記
「
私
立
成
田
／
図
書
館
／
臧
書
之
印
」「
望
洋
／
楼
章
」

書
入
「
佐
渡
　
大
幢
」「
信
海
」

阿
毘
達
磨
倶
舎
論
三
十
巻
坿
音
釈
　
全
十
冊
　
請
求
番
号
四
八
―
三
〇
〇
（
ロ
）（
以
下
「
成
本
（
ロ
）」
又
は
「（
ロ
）」
と
略
す
）

双
辺
二
十
・
五
×
十
四
・
二
　
無
界
十
行
二
十
字
　
無
魚
尾
白
口
　
送
返
縦
点

首
「
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
巻
第
一
／
尊
者
世
親
造
／
唐
三
蔵
法
師
玄
奘
奉
詔
訳
」

以
下
至
巻
第
三
十
　
一
部
巻
末
有
音
釈
　
次
天
和
三
年
釈

忍
澂
〔
刊
語
〕（
埋
木
）

版
心
題
「
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
」

無
刊
記
　
題
簽
題
「
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
」
又
題
簽
上
部
に
「
論
」
と
あ
り

無
印
　
書
入
「
下
サ
イ
ヲ
カ
長
観
」「
永
寿
賢
道
」

阿
毘
達
磨
倶
舎
論
三
十
巻
坿
音
釈
　
日
本
釈
竜
謙
校
点
　
全
十
冊
　
請
求
番
号
四
八
―
三
〇
〇
（
ハ
）（
以
下
「
成
本
（
ハ
）」
又
は
「（
ハ
）」
と

略
す
）双

辺
二
十
・
五
×
十
四
・
二
　
無
界
十
行
二
十
字
　
無
魚
尾
白
口
　
送
返
縦
点
　
眉
注
（
校
記
）



首
弘
化
二
年
釈
隆
栄
「
校
刻
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
序
」

次
釈
宝
雲
「
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
序
（
版
心
）」

次
「
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
巻
第
一
／

尊
者
世
親
造
／
唐
三
蔵
法
師
玄
奘
奉
詔
訳
」

以
下
至
巻
第
三
十
　
一
部
巻
末
有
音
釈
　
次
天
和
三
年
釈
忍
澂
〔
刊
語
〕（
埋
木
）

次
弘

化
二
年
釈
大
含
「
題
倶
舎
論
校
点
後
」

版
心
題
「
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
」

無
刊
記
　
題
簽
題
「
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
」
又
題
簽
上
部
に
「
論
」

下
部
に
「〈
校
／
書
〉」
と
あ
り
　
印
記
「
南
弘
房
」「
宥
哲
」

書
入
「
房
州
　
智
眼
」

版
式
は
い
ず
れ
も
十
行
二
十
字
、
匡
郭
線
は
版
心
部
分
の
天
地
に
は
か
か
ら
ず
、
半
丁
ご
と
に
本
文
の
四
周
を
双
辺
で
囲
み
、
版
心
は
上
部
・

中
部
・
下
部
に
そ
れ
ぞ
れ
単
線
の
枠
が
あ
り
、
上
部
に
は
大
蔵
経
内
の
論
蔵
の
書
籍
で
あ
る
こ
と
を
示
す
「
論
」
字
、
中
部
に
は
書
名
・
巻
数
・

丁
数
、
下
部
に
は
檗
蔵
の
整
理
番
号
で
あ
る
千
字
文
が
雕
ら
れ
（
６
）
、
字
体
は
縦
線
が
太
く
横
線
の
細
い
明
朝
体
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
嘉
興
蔵

版
一
般
に
典
型
的
な
特
徴
で
あ
る
か
ら
、
三
点
と
も
嘉
興
蔵
版
の
覆
刻
本
と
見
て
よ
い
。

（
イ
）
は
版
式
が
檗
蔵
一
般
と
近
似
し
、
巻
首
に
は
檗
蔵
に
ま
ま
見
ら
れ
る
扉
絵
が
あ
り
、
一
部
巻
末
に
墨
丁
（
後
に
募
縁
刊
記
を
刻
す
る
た

め
の
未
刻
の
墨
刷
部
分
）
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
檗
蔵
の
離
れ
本
の
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
檗
蔵
中
の
覆
嘉
興
蔵
版
に
は
、
檗

蔵
の
開
版
当
初
に
刊
刻
さ
れ
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
当
初
は
既
存
の
版
木
に
よ
っ
て
入
れ
版
さ
れ
、
後
に
覆
嘉
興
蔵
版
が
雕
ら
れ
て
入
れ
版
と
す
げ

替
え
ら
れ
た
場
合
が
ま
ま
見
ら
れ
る
か
ら
、（
イ
）
が
檗
蔵
の
改
刻
本
で
あ
る
可
能
性
も
な
い
と
は
い
え
な
い
。
な
お
書
き
入
れ
の
「
信
海
」
・

「
佐
渡
　
大
幢
」
は
、
新
義
真
言
宗
の
智
積
院
三
十
七
世
信
海
（
一
七
八
三
〜
一
八
五
六
）、
字
大
幢
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
信
海
は
そ
の
師
、
智
積

院
三
十
二
世
海
応
（
一
七
七
一
〜
一
八
三
三
、
佐
渡
の
人
）
と
と
も
に
智
山
倶
舎
の
双
璧
と
さ
れ
、
智
積
院
に
お
け
る
倶
舎
学
の
盛
行
に
寄
与
し
、

著
に
『
倶
舎
論
玄
談
』
一
巻
・
『
倶
舎
論
分
科
』
二
巻
が
あ
る
（
７
）
。
信
海
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、（
イ
）
に
は
夥
し
い
書
き

入
れ
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
信
海
の
倶
舎
学
形
成
に
な
に
が
し
か
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
な
お
「
望
洋
／
楼
章
」
は
、
私
立

成
田
図
書
館
（
現
成
田
山
仏
教
図
書
館
）
の
創
設
者
成
田
山
中
興
十
五
世
石
川
照
勤
僧
正
の
蔵
書
印
で
あ
る
。

（
イ
）
に
対
し
、（
ロ
）
・
（
ハ
）
に
は
、
檗
蔵
特
有
の
扉
絵
や
墨
丁
等
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
巻
第
三
十
第
十
六
丁
表
に
は
「
新
訳
倶
舎
論
凡

三
十
巻
以
洛
東
獅
谷
升
蓮
社
／
蔵
本
鏤
梓
行
世
／
天
和
癸
亥
四
月
初
八
之
日
」
の
刊
語
が
あ
り
、
そ
の
末
に
は
「
信
／
阿
」
・
「
忍
澂
／
之
印
」
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の
墨
刷
印
記
が
あ
り
、
墨
刷
印
記
を
含
め
て
す
べ
て
埋
木
と
な
っ
て
い
る
（
本
稿
末
【
書
影
２
】）。
こ
の
刊
語
は
、
檗
蔵
一
般
の
刊
記
―
―
募
縁

者
名
・
開
版
書
名
及
び
巻
次
・
願
文
・
開
版
年
等
を
黄
檗
山
宝
蔵
院
、
又
は
鉄
眼
の
名
の
も
と
に
刻
し
た
木
記
―
―
と
異
な
り
、
宝
蔵
院
で
も
鉄

眼
で
も
な
く
、
檗
蔵
が
ひ
と
ま
ず
完
成
を
み
た
二
年
後
の
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
、
忍
澂
（
一
六
四
五
〜
一
七
一
一
）
が
升
蓮
社
の
蔵
本
を

底
本
に
刊
行
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
印
記
の
「
信
阿
」
は
忍
澂
の
字
で
あ
り
、
忍
澂
は
延
宝
八
年
に
知
恩
院
第
三
十
八
世

万
無
和
尚
の
発
願
に
よ
り
法
然
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
鹿
ヶ
谷
に
法
然
院
を
建
立
し
、
檗
蔵
と
建
仁
寺
蔵
の
高
麗
版
大
蔵
経
と
を
対
校
し
た
こ
と
な

ど
で
知
ら
れ
る
。「
升
蓮
社
」
は
、
忍
澂
の
蓮
社
号
で
あ
る
（
８
）
。『
獅
谷
白
蓮
社
忍
澂
和
尚
行
業
記
（
９
）
』
巻
上
に
よ
れ
ば
、『
倶
舎
論
』
を
刊
行
し
た
天

和
三
年
は
、
法
然
院
に
住
し
て
三
年
目
の
こ
と
で
あ
り
、
他
に
自
著
の
『
三
心
私
記

益
』
三
巻
を
刊
行
し
て
い
る
。
な
お
忍
澂
に
よ
る
『
倶
舎

論
』
の
刊
行
は
、
檗
蔵
完
成
後
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
忍
澂
刊
本
は
檗
蔵
と
は
関
係
な
い
と
の
見
方
も
当
然
あ
ろ
う
が
、
後
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、

檗
蔵
本
『
倶
舎
論
』
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。

（
ロ
）
・
（
ハ
）
は
匡
郭
サ
イ
ズ
・
各
巻
の
丁
数
・
巻
末
の
墨
丁
の
有
無
が
一
致
し
、
と
も
に
送
返
縦
点
が
あ
り
、
本
稿
末
の
【
倶
舎
論
附
点

本
版
面
状
態
対
照
表
】
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
版
面
の
状
態
に
も
共
通
す
る
部
分
が
散
見
す
る
の
で
、
同
版
と
見
て
間
違
い
な
い
。
版
の

先
後
に
つ
い
て
は
、
巻
第
三
十
第
十
五
丁
匡
郭
左
辺
下
部
は
、（
ロ
）
で
は
か
な
り
傷
ん
で
い
る
も
の
の
、
匡
郭
線
が
残
っ
て
い
る
の
に
対
し
、

（
ハ
）
で
は
欠
損
す
る
等
、（
ハ
）
の
方
が
痛
み
が
多
い
の
で
後
印
と
見
て
よ
い
。

と
こ
ろ
で
、（
ハ
）
の
巻
首
に
あ
る
「
校
刻
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
序
」
に
は
、

然
旧
国
字
頗
有
参
差
。
初
学
之
者
病
諸
尚
矣
。
今
也
有
好
古
人
、
請
校
正
於
不
敏
。
…
冠
顕
文
字
之
異
、
間
正
伝
写
魯
魚
、
並
改
国
字
舛
錯
。

寡
聞
単
思
、
刪
定
有
謬
、
庶
幾
博
達
正
之
云
爾
。
弘
化
二
年
乙
巳
夏
四
月
洛
東
智
積
池
舎
沙
門
竜
謙
謹
撰
。

然
る
に
旧
の
国
字
に
頗
る
参
差
有
り
。
初
学
の
者
こ
れ
を
病
め
る
こ
と
尚
し
。
今
や
好
古
の
人
有
り
、
不
敏
に
校
正
を
請
う
。
…
冠
に
文
字

の
異
を
顕
か
に
し
、
間
に
伝
写
の
魯
魚
を
正
し
、
並
び
に
国
字
の
舛
錯
を
改
む
。
寡
聞
単
思
な
れ
ば
、
刪
定
に
謬
り
有
ら
ん
。
庶
幾
く
は
博

達
こ
れ
を
正
せ
と
云
爾
。
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
乙
巳
夏
四
月
、
洛
東
智
積
池
舎
沙
門
竜
謙
、
謹
ん
で
撰
す
。



と
あ
り
、
序
の
末
に
は
「
釈
氏
／
隆
栄
」「
竜
／
謙
」
の
墨
刷
印
記
が
あ
る
。
こ
の
序
の
著
者
は
、
隆
栄
（
一
八
〇
九
〜
一
八
六
七
）、
字
竜
謙
、

新
義
真
言
宗
智
山
派
の
僧
で
、
智
積
院
三
十
九
世
、
著
に
『
倶
舎
論
玄
談
』
・
『
倶
舎
論
分
科
』
が
あ
り
、
弟
子
に
『
冠
導
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』

を
著
し
た
佐
伯
旭
雅
等
が
い
る
（
10
）
。
弘
化
二
年
は
智
積
院
研
学
時
代
に
当
た
り
、
翌
年
に
は
集
議
席
に
進
ん
で
い
る
。
序
に
よ
れ
ば
、
以
前
か
ら

『
倶
舎
論
』
の
訓
点
に
不
満
の
声
が
あ
り
、
智
山
倶
舎
学
を
学
ぶ
隆
栄
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
て
校
正
す
る
こ
と
に
な
り
、
眉
上
に
文
字
の
異
同
を

記
し
て
本
文
の
誤
脱
を
正
し
、
訓
点
の
誤
り
を
改
め
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
本
文
の
上
欄
外
に
は
単
枠
で
囲
ま
れ
た
校
記
が
至
る
所
に
埋

木
さ
れ
て
い
る
。
改
点
の
例
と
し
て
は
、
巻
第
三
十
第
十
五
丁
裏
の
頌
の
第
二
句
「
至
此
時
与
果
」
を
（
ロ
）
で
は
「
此
ノ
時
ニ
至
テ
果
ヲ
与
フ
」

と
読
む
よ
う
に
訓
点
を
附
す
の
に
対
し
、（
ハ
）
で
は
「
此
ノ
時
ニ
至
テ
与
果
ス
ル
」
と
読
む
よ
う
に
改
め
ら
れ
て
お
り
、
序
に
い
う
と
お
り
、

（
ハ
）
は
隆
栄
が
（
ロ
）
と
同
じ
版
木
に
対
し
て
校
正
改
点
を
施
し
た
テ
キ
ス
ト
な
の
で
あ
る
。

（
イ
）
・
（
ロ
）
・
（
ハ
）
は
、
同
じ
覆
嘉
興
蔵
版
な
の
で
一
見
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
が
、（
イ
）
は
（
ロ
）
・
（
ハ
）
と
匡
郭
サ
イ
ズ
・
版

面
の
状
態
（
傷
・
ゆ
が
み
等
）
が
異
な
り
、
な
お
か
つ
無
点
で
あ
り
、
異
版
に
間
違
い
な
い
。
さ
ら
に
本
稿
末
の
【
倶
舎
論
諸
本
丁
数
冊
次
対
照

表
】
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、（
イ
）
と
（
ロ
）
・
（
ハ
）
と
で
は
、
丁
数
に
一
部
異
同
が
あ
る
。
丁
数
が
異
な
る
の
は
巻
第
八
第
九
第
二
十

五
第
二
十
九
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
（
ロ
）
・
（
ハ
）
が
一
丁
少
な
い
。（
イ
）
に
多
い
一
丁
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
巻
末
の
音
釈
・
墨
丁
の
み
が
刷
ら

れ
て
い
て
、
末
丁
の
前
丁
に
は
、
本
文
と
末
題
ま
で
の
間
に
、
音
釈
が
な
ん
と
か
入
る
位
の
空
き
行
が
存
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
一
丁
少
な
い

（
ロ
）
・
（
ハ
）
で
は
、
い
ず
れ
も
末
丁
裏
の
末
行
ま
で
き
っ
ち
り
印
字
さ
れ
て
い
て
、
墨
丁
は
な
く
、
音
釈
は
こ
の
末
丁
内
に
刷
ら
れ
て
い
る
。

覆
刻
に
当
た
っ
て
、
元
版
に
音
釈
・
墨
丁
（
又
は
刊
記
）
の
み
の
一
丁
が
あ
る
場
合
、
音
釈
を
前
丁
に
押
し
込
み
、
墨
丁
（
又
は
刊
記
）
を
な
く

し
さ
え
す
れ
ば
、
ま
る
ま
る
一
丁
減
ら
せ
る
の
で
あ
っ
て
、
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
、（
ロ
）
・
（
ハ
）
は
こ
れ
を
実
行
し
た
も
の
と
見
る
こ
と

も
で
き
る
。
実
際
、
元
版
た
る
東
京
大
学
總
合
図
書
館
所
蔵
の
嘉
興
蔵
版
『
倶
舎
論
』（
崇
禎
十
年
十
一
年
径
山
寂
照
菴
刊
本
）
を
見
る
と
、
こ

の
四
巻
の
丁
数
は
す
べ
て
（
イ
）
と
一
致
す
る
。
よ
っ
て
（
イ
）
は
（
ロ
）
・
（
ハ
）
の
訓
点
を
削
り
無
点
本
に
改
刻
し
た
も
の
で
は
な
く
、
こ

れ
こ
そ
嘉
興
蔵
版
本
来
の
姿
を
伝
え
る
の
で
あ
っ
て
、（
ロ
）
・
（
ハ
）
は
丁
数
減
ら
し
の
た
め
、
嘉
興
蔵
版
本
来
の
姿
を
あ
え
て
崩
し
て
い
る
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こ
と
が
わ
か
る
。（
イ
）
が
無
点
本
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、（
イ
）
は
（
ロ
）
・
（
ハ
）
に
比
べ
、
嘉
興
蔵
版
を
よ
り
忠
実
に
覆
刻
し

た
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
先
述
の
よ
う
に
、（
ハ
）
に
は
隆
栄
の
校
記
が
眉
上
の
随
所
に
埋
木
さ
れ
て
い
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
巻
三
十
第
十
一
丁
表
に
「
心
郤

檗
作
生
都
正
（「
心
郤
」
二
字
は
、
檗
蔵
本
が
「
生
都
」
に
作
る
の
が
正
し
い
）」
と
あ
る
点
で
あ
る
。
こ
の
二
字
は
附
点
本
（
ロ
）
・
（
ハ
）
の

本
文
で
は
い
ず
れ
も
「
心
郤
」
に
作
る
の
に
対
し
、（
イ
）
・
嘉
興
蔵
版
と
も
に
「
生
都
」
に
作
る
。
こ
の
校
記
は
、（
イ
）
が
檗
蔵
本
で
あ
る
こ

と
を
示
唆
す
る
と
同
時
に
、
隆
栄
が
天
和
三
年
忍
澂
刊
附
点
本
と
異
な
る
本
文
を
持
つ
檗
蔵
を
、
そ
の
校
勘
対
象
に
選
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
天

和
三
年
忍
澂
刊
本
が
檗
蔵
本
で
は
な
か
っ
た
、少
な
く
と
も
隆
栄
が
校
勘
し
た
当
時
は
檗
蔵
本
と
は
み
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

以
上
、
成
本
三
点
か
ら
、
覆
嘉
興
蔵
版
に
は
少
な
く
と
も
（
イ
）
無
点
本
と
、（
ロ
）
・
（
ハ
）
天
和
三
年
忍
澂
刊
附
点
本
と
い
う
二
系
統
の

版
本
が
存
し
、
こ
の
う
ち
（
イ
）
の
裝
丁
と
本
文
の
特
徴
が
檗
蔵
本
に
近
く
、
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
た
る
嘉
興
蔵
版
に
よ
り
忠
実
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
次
節
で
は
、
檗
蔵
で
は
実
際
に
ど
の
よ
う
な
版
の
『
倶
舎
論
』
を
収
録
し
て
い
た
か
を
確
認
し
、
成
本
と
の
関
係
を
考
察
し
て
み
た
い
。

二
　
檗
蔵
所
収
本
と
成
田
山
仏
教
図
書
館
所
蔵
本
の
関
係

檗
蔵
に
は
近
年
に
至
る
ま
で
独
自
の
蔵
経
目
録
が
な
く
、
開
板
当
初
か
ら
そ
の
代
用
と
し
て
『
大
明
三
蔵
聖
教
目
録
』
が
利
用
さ
れ
て
き
た
。

『
大
明
三
蔵
聖
教
目
録
』
は
、
一
九
二
九
年
四
月
に
大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会
に
よ
っ
て
排
印
さ
れ
て
『
昭
和
法
宝
総
目
録
』
第
二
巻
に
収
録
さ

れ
、
排
印
の
際
に
は
各
著
録
経
典
に
一
か
ら
一
六
五
六
ま
で
の
通
番
が
附
さ
れ
た
（
11
）
。
こ
の
『
昭
和
法
宝
総
目
録
』
所
収
本
の
利
便
性
や
、
現
在
二

千
箇
所
に
伝
わ
る
と
さ
れ
る
檗
蔵
の
普
及
度
も
あ
り
（
12
）
、
檗
蔵
独
自
の
目
録
の
必
要
性
は
な
か
な
か
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
上
越
教
育
大
学
附
属
図

書
館
に
よ
る
全
蔵
調
査
を
皮
切
り
に
、
仏
教
大
学
の
松
永
知
海
氏
の
教
導
に
よ
っ
て
、
檗
蔵
独
自
の
目
録
を
作
る
必
要
性
が
よ
う
や
く
認
識
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
寺
院
や
図
書
館
等
が
所
蔵
す
る
檗
蔵
の
現
存
目
録
が
次
第
に
刊
行
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
こ
れ
ら
檗
蔵
の
現
存



目
録
を
使
っ
て
、
檗
蔵
の
印
造
時
期
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
版
の
『
倶
舎
論
』
を
収
録
し
て
い
る
か
を
見
て
み
た
い
。

【
正
明
寺
蔵
本
】（「
正
明
寺
檗
蔵
目
録
」
に
よ
る
）

東
一
―
六
函
第
一
五
九
帙
（
帙
号
九
六
）

阿
毘
達
磨
倶
舎
論
三
十
巻
　
全
九
冊
　
千
字
文
楼
一
至
十
観
一
至
十
飛
一
至
十

【
法
然
院
蔵
本
】（『
法
然
院
檗
蔵
目
録
』
に
よ
る
）

第
四
一
函
第
四
帙
　
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
三
十
巻
　
全
九
冊
　
送
返
等
点
あ
り
　
千
字
文
楼
一
至
十
観
一
至
十
飛
一
至
十
　
巻
三
十
末
丁
表
に

天
和
三
年
忍
澂
刊
記
あ
り
。
書
き
入
れ
と
し
て
、
宝
永
五
年
釈
秀
廓
等
に
よ
る
麗
蔵
と
の
対
校
あ
り
。

【
上
越
教
育
大
学
蔵
本
】（『
上
越
教
育
大
学
檗
蔵
目
録
』
に
よ
る
）

第
一
五
九
帙
　
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
三
十
巻
　
全
九
冊
　
千
字
文
楼
観
飛
　
第
一
冊
首
、
第
九
冊
末
に
絵
あ
り

現
存
目
録
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
檗
蔵
の
う
ち
、『
倶
舎
論
』
を
存
す
る
の
は
、
管
見
の
限
り
で
は
こ
の
三
蔵
だ
け
で
あ
る
。
次
に
、
檗
蔵
所
収

本
と
成
本
三
種
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

正
明
寺
所
蔵
の
檗
蔵
は
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
か
ら
天
和
元
年
頃
の
施
入
で
あ
る
（
13
）
。
未
調
査
の
う
え
、「
正
明
寺
檗
蔵
目
録
」
に
は
『
倶

舎
論
』
の
書
影
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
い
か
な
る
版
か
は
目
録
上
の
記
載
だ
け
で
は
判
断
し
か
ね
る
が
、【
倶
舎
論
諸
本
丁
数
冊
次
対
照

表
】
を
見
る
と
、
そ
の
丁
数
は
（
イ
）
と
一
致
す
る
。

法
然
院
所
蔵
の
檗
蔵
は
、
延
宝
二
年
頃
か
ら
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
に
か
け
て
納
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
法
然
院
本
も
未
調
査
で
は
あ
る

が
、『
法
然
院
檗
蔵
目
録
』
に
よ
る
と
、（
ロ
）
・
（
ハ
）
と
同
じ
く
附
点
本
で
あ
り
、『
目
録
』
所
載
の
巻
第
三
十
第
十
六
丁
表
の
書
影
で
は
、

天
和
三
年
忍
澂
刊
語
が
埋
木
さ
れ
、
匡
郭
左
辺
中
程
に
傷
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
か
ら
、（
ロ
）
・
（
ハ
）
と
同
じ
版
木
で
刷
ら
れ
た
忍
澂

刊
本
で
あ
り
、（
イ
）
と
は
別
版
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

上
越
教
育
大
学
所
蔵
の
檗
蔵
は
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
に
越
後
国
の
宮
崎
甚
助
が
購
入
し
た
も
の
で
、
全
蔵
が
一
括
納
入
さ
れ
て
い
る
。

『
倶
舎
論
』
は
無
点
の
う
え
、
本
稿
末
【
倶
舎
論
無
点
本
版
面
状
態
対
照
表
】
・
【
倶
舎
論
諸
本
丁
数
冊
次
対
照
表
】
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
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各
巻
の
丁
数
・
版
面
の
状
態
に
お
い
て
（
イ
）
と
共
通
す
る
点
が
多
い
か
ら
（
14
）
、
こ
れ
と
同
版
と
見
て
よ
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
【
対
照
表
】
を
見
る

と
、
両
本
に
は
墨
丁
の
存
否
・
大
小
に
異
同
が
あ
る
巻
が
存
す
る
。
例
え
ば
、（
一
）
巻
第
三
第
五
第
八
第
九
第
十
四
第
十
八
の
墨
丁
は
、（
イ
）

で
は
匡
郭
内
一
杯
に
刷
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
上
越
大
本
で
は
他
の
檗
蔵
刊
記
並
の
大
き
さ
で
あ
り
、（
二
）
巻
第
四
第
十
五
第
十
七
第
二
十

の
墨
丁
は
、（
イ
）
に
あ
っ
て
上
越
大
本
に
は
な
く
、（
三
）
巻
第
六
第
十
第
十
二
第
十
三
第
十
九
の
墨
丁
は
、
上
越
大
本
に
あ
っ
て
（
イ
）
に
な

い
。
し
か
し
子
細
に
見
て
み
る
と
、（
一
）
・
（
二
）
の
ケ
ー
ス
は
い
ず
れ
も
（
イ
）
の
墨
丁
が
上
越
大
本
の
と
き
に
、
一
部
又
は
す
べ
て
が
削

り
と
ら
れ
て
い
た
た
め
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。（
三
）
の
ケ
ー
ス
は
、
上
越
大
本
で
墨
丁
の
あ
る
部
分
に
対
し
て
、（
イ
）
で
は
そ
の
上
下
の
匡

郭
線
か
ら
し
て
な
い
こ
と
か
ら
、
版
木
に
墨
丁
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
刷
る
段
階
で
こ
の
部
分
に
墨
を
付
け
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
要
す
る

に
、
い
ず
れ
も
（
イ
）
か
ら
上
越
大
本
へ
と
墨
丁
が
減
少
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
二
本
が
異
版
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で

は
な
い
。
加
え
て
、
上
越
大
本
の
方
が
傷
が
多
い
こ
と
か
ら
も
、
上
越
大
本
が
後
印
で
あ
る
と
見
て
よ
い
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
正
明
寺
本
は
丁
数
か
ら
見
て
、（
ロ
）
・
（
ハ
）
で
は
な
く
、
嘉
興
蔵
に
忠
実
な
（
イ
）
系
統
の
版
と
推
測
さ
れ
、
法

然
院
本
は
（
ロ
）
・
（
ハ
）
と
同
版
の
忍
澂
刊
附
点
本
で
あ
り
、
上
越
大
本
は
（
イ
）
と
同
版
後
印
の
無
点
本
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
法
然

院
本
と
上
越
大
本
で
異
な
る
版
が
収
録
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
り
、
こ
れ
は
檗
蔵
の
入
れ
版
と
改
刻
の
問
題
を
考
え
る
上
で
、
極
め
て
興
味
深
い
現

象
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
入
れ
版
は
、
本
来
、
宝
蔵
院
で
覆
嘉
興
蔵
版
に
改
刻
す
る
ま
で
の
一
時
し
の
ぎ
で
あ
る
か
ら
、
普
通
に
考
え
れ
ば
、
あ
る

時
期
に
刷
印
さ
れ
た
檗
蔵
中
で
入
れ
版
さ
れ
て
い
た
典
籍
は
、
そ
れ
以
前
に
刷
印
さ
れ
た
檗
蔵
に
お
い
て
も
同
様
に
入
れ
版
さ
れ
て
い
た
は
ず
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
元
禄
期
の
法
然
院
本
が
入
れ
版
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
以
前
の
正
明
寺
本
も
や
は
り
入
れ
版
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
正
明
寺
本
の
丁
数
は
忍
澂
刊
附
点
本
で
は
な
く
、
無
点
本
と
一
致
す
る
。
も
し
正
明
寺
本
が
（
イ
）
や
上
越
大
本
と
同
版
の
無
点
本
で

あ
る
と
し
た
ら
、
檗
蔵
で
は
最
初
無
点
本
を
収
録
し
て
、
ま
も
な
く
忍
澂
刊
附
点
本
を
入
れ
版
し
、
さ
ら
に
後
に
な
っ
て
再
び
無
点
本
に
戻
し
た

こ
と
に
な
り
、
問
題
は
さ
ら
に
混
迷
の
度
を
深
め
る
こ
と
に
な
る
。
確
か
な
こ
と
は
、
檗
蔵
で
は
物
に
よ
っ
て
無
点
本
か
附
点
本
い
ず
れ
か
の
版

が
収
録
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
刷
印
・
納
入
の
時
期
に
よ
る
違
い
な
の
か
、
は
た
ま
た
納
入
先
に
よ
る
違
い
な
の
か
に
つ
い



て
は
、
檗
蔵
の
入
れ
版
問
題
を
考
え
る
上
で
大
変
重
要
で
あ
る
。

さ
て
、
檗
蔵
に
よ
っ
て
収
録
版
本
が
異
な
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
論
じ
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
成
本
三
点
が
檗
蔵
の
離
れ
本
か
否
か

に
つ
い
て
結
論
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
（
イ
）
は
上
越
大
本
と
の
刷
印
時
期
の
関
係
か
ら
、
文
政
期
以
前
に
刷
ら
れ
た
檗
蔵
の
離
れ
本
と
見
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。
一
方
、（
ロ
）
・
（
ハ
）
は
、
法
然
院
本
の
例
か
ら
見
て
、
一
時
期
檗
蔵
に
入
れ
版
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
版
木
で
あ
る
こ
と
は
確
か

で
あ
る
が
、（
ハ
）
は
先
述
の
隆
栄
校
記
か
ら
考
え
て
檗
蔵
の
離
れ
本
で
は
あ
り
得
な
い
。（
ロ
）
も
次
の
点
か
ら
檗
蔵
の
離
れ
本
で
は
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、（
ロ
）
―
―
（
ハ
）
も
同
じ
だ
が
―
―
が
大
蔵
経
を
構
成
す
る
た
め
の
重
要
な
要
素
の
ひ
と
つ
で
あ
る
千
字
文
に
対
す
る
配
慮
を
欠

い
て
い
る
点
で
あ
る
。
檗
蔵
で
は
、
ど
こ
に
ど
う
い
っ
た
経
巻
が
あ
る
か
が
一
目
瞭
然
と
な
る
よ
う
に
、
一
冊
に
異
な
る
千
字
文
が
入
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
分
冊
し
て
は
じ
め
て
、
大
蔵
経
と
い
う
膨
大
な
叢
書
に
お
い
て
千
字
文
の
検
索
ツ
ー
ル
と
し
て
の

機
能
を
十
分
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。『
倶
舎
論
』
を
見
る
と
、
檗
蔵
所
収
本
の
冊
数
は
い
ず
れ
も
九
冊
で
あ
り
、
千

字
文
一
字
ご
と
に
上
中
下
の
三
冊
に
分
冊
さ
れ
、「
楼
」
・
「
観
」
・
「
飛
」
そ
れ
ぞ
れ
上
冊
三
巻
・
中
冊
三
巻
・
下
冊
四
巻
と
な
っ
て
い
る
。

『
倶
舎
論
』
は
全
三
十
巻
だ
か
ら
、
普
通
で
あ
れ
ば
、
一
冊
三
巻
で
十
分
冊
に
し
た
方
が
各
冊
の
丁
数
に
も
、
さ
ほ
ど
ば
ら
つ
き
を
出
さ
ず
に
す

む
。
な
お
か
つ
単
行
本
で
あ
れ
ば
、
出
版
者
に
し
ろ
購
入
者
に
し
ろ
、
千
字
文
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
か
ら
、
九
分
冊
に
こ
だ
わ
る
必
然
性
も
な

い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
あ
え
て
九
分
冊
を
採
る
の
は
、
千
字
文
の
検
索
ツ
ー
ル
と
し
て
の
機
能
を
重
視
し
、
一
冊
中
に
異
な
る
千
字
文
が
同
居
す

る
の
を
嫌
っ
た
が
た
め
で
あ
り
、
例
え
現
在
は
さ
も
単
行
本
の
よ
う
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
か
つ
て
は
大
蔵
経
の
一
部
を
構
成

し
て
い
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
九
冊
本
の
体
裁
を
持
つ
も
の
は
檗
蔵
の
離
れ
本
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点

に
着
目
す
れ
ば
、（
イ
）
は
九
冊
本
だ
か
ら
や
は
り
檗
蔵
の
離
れ
本
だ
っ
た
と
見
て
間
違
い
な
く
（
15
）
、
逆
に
、（
ロ
）
・
（
ハ
）
は
十
冊
本
だ
か
ら
檗

蔵
と
は
関
係
な
く
刷
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
以
上
の
点
か
ら
（
ロ
）
は
最
初
か
ら
単
行
本
と
し
て
刷
ら
れ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
（
16
）
。
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三
　
忍
澂
刊
附
点
本
の
入
れ
版
を
め
ぐ
っ
て

次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
忍
澂
刊
附
点
本
の
入
れ
版
が
法
然
院
納
入
分
に
対
し
て
だ
け
行
わ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
か
否
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

も
し
そ
う
で
な
い
場
合
、
い
つ
ま
で
入
れ
版
と
し
て
使
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
必
要
が
出
て
く
る
。
こ
の
問
題
を
解
く
た
め
に
は
、
附

点
本
の
開
版
か
ら
刷
印
の
経
過
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
成
本
三
点
や
檗
蔵
所
収
本
だ
け
で
な
く
、
こ
の
版
の
流
伝
状
況
に
つ
い
て
広
く

調
査
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
今
回
調
査
し
た
の
は
、
内
閣
文
庫
一
点
・
駒
沢
大
学
図
書
館
四
点
・
東
京
大
学
總
合
図
書
館
二
点
・
月
山
寺
（
茨

城
県
桜
川
市
）
一
点
の
計
八
点
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
同
一
の
版
木
で
刷
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（
17
）
。
ま
ず
八
点
の
刊
記
・
奥
付
を
記
そ
う
。

内
閣
文
庫

刊
記
「﹇
寛
延
四
年
辛
未
仲
秋
吉
旦
／
堺
書
肆
北
村
佐
兵
衛
梓
（
18
）
﹈」（
請
求
記
号
三
一
〇
―
四
五
、
以
下
「
内
本
」）

駒
沢
大
学
図
書
館

無
刊
記
（
請
求
記
号
Ｈ
三
二
三
―
一
、
以
下
「
駒
本
一
」）

刊
記
「﹇
寛
延
四
年
辛
未
仲
秋
吉
日
／
﹇
大
阪
書
林
〈
心
斎
橋
通
南
本
町
北
街
〉
河
内
屋
吉
兵
衛
蔵
板
﹈﹈」

奥
付
「
発
行
／
書
林
｜
江
戸

日
本
橋
通
壹
丁
目
　
須
原
屋
茂
兵
衛
／
同
　
浅
草
茅
町
二
丁
目
　
須
原
屋
伊
八
／
同
　
日
本
橋
通
二
丁
目
　
山
城
屋
佐
兵
衛
／
同
　
本
石

町
十
軒
店
　
英
大
助
／
同
　
芝
神
明
前
　
岡
田
屋
嘉
七
／
京
都
三
條
通
升
屋
町
　
出
雲
寺
文
治
郎
／
肥
前
佐
賀
白
山
町
　
紙
屋

右
衛

門
／
大
坂
南
久
宝
寺
町
　
榎
並
屋
小
兵
衛
／
同
　
心
斎
橋
備
後
町
　
近
江
屋
平
助
／
同
　
心
斎
橋
通
南
久
宝
寺
町
　
伊
丹
屋
善
兵
衛
」

（
請
求
記
号
Ｈ
三
二
三
―
二
、
以
下
「
駒
本
二
」）

刊
記
「﹇
寛
延
四
年
辛
未
仲
秋
吉
日
／
﹇
大
阪
書
林
〈
心
斎
橋
通
南
本
町
北
街
〉
河
内
屋
吉
兵
衛
蔵
板
﹈﹈」

奥
付
「
弘
化
二
〈
乙
／
己
〉

歳
四
月
／
書
林
｜
京
都
寺
町
五
條
上
ル
／
前
川
市
兵
衛
／
大
阪
心
斎
橋
通
比
久
太
郎
町
／
河
内
屋
喜
兵
衛
／
同
　
心
斎
橋
通
唐
物
町
／
河



内
屋
記
一
兵
衛
」（
請
求
記
号
Ｈ
三
二
三
―
二
Ａ
、
以
下
「
駒
本
三
」）

刊
記
「﹇
明
治
十
五
年
十
月
　
求
版
／
〈
下
京
区
第
廿
三
組
花
屋
町
通
油
小
路
東
エ
入
ル
〉
／
京
都
書
林
　
永
田
調
兵
衛
﹈」（
請
求
記
号
Ｈ

三
二
三
―
三
、
以
下
「
駒
本
四
」）

東
京
大
学
總
合
図
書
館

無
刊
記
（
請
求
記
号
Ｃ
四
〇
―
三
三
、
以
下
「
東
總
本
一
」）

駒
本
四
に
同
じ
（
請
求
記
号
Ｃ
四
〇
―
二
一
四
一
、
以
下
「
東
總
本
二
」）

曜
光
山
月
山
寺

無
刊
記
（
月
山
寺
四
十
六
世
純
映
旧
蔵
本
、
以
下
「
月
山
寺
純
映
本
」）

内
本
、
駒
本
二
・
三
・
四
、
東
總
本
二
の
刊
記
の
所
在
は
い
ず
れ
も
巻
第
三
十
第
十
六
丁
裏
で
あ
る
。
刊
記
・
奥
付
の
あ
る
印
本
に
つ
い
て
見

る
と
、
内
本
は
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
堺
北
村
佐
兵
衛
印
本
で
あ
る
。
そ
の
後
、
駒
本
二
・
三
よ
り
以
前
に
、
版
木
が
北
村
佐
兵
衛
か
ら
一
旦

大
坂
の
河
内
屋
吉
兵
衛
に
移
り
、
刊
記
か
ら
北
村
の
住
所
・
姓
名
が
削
ら
れ
、
河
内
屋
の
名
が
埋
木
さ
れ
た
。
駒
本
二
・
三
・
四
、
東
總
本
二
は

隆
栄
の
改
点
校
修
本
で
あ
り
、
駒
本
三
は
奥
付
に
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
大
坂
河
内
屋
記
一
兵
衛
等
三
名
（
19
）

が
刷
っ
た
旨
が
記
さ
れ
る
か
ら
、

隆
栄
に
よ
る
改
点
校
修
を
企
画
し
た
の
は
、
彼
ら
だ
っ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
な
お
河
内
屋
吉
兵
衛
は
大
体
文
化
年
間
以
降
（
一
八
〇
四
〜
）
活

動
し
た
書
林
で
あ
る
か
ら
（
20
）
、
彼
が
版
木
を
入
手
し
た
の
は
弘
化
二
年
に
改
点
校
修
さ
れ
る
以
前
の
四
十
一
年
間
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
よ
っ
て

彼
の
名
義
で
刷
ら
れ
た
、
い
ま
だ
改
点
校
修
を
経
て
い
な
い
印
本
も
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
実
見
し
て
は
い
な
い
（
21
）
。
改
点
校
修
後
、
不
明

年
に
大
坂
伊
丹
屋
善
兵
衛
等
十
名
に
よ
っ
て
刷
ら
れ
た
の
が
駒
本
二
で
あ
り
、
明
治
十
五
年
に
永
田
調
兵
衛
に
よ
っ
て
刷
ら
れ
た
の
が
駒
本
四
・

東
總
本
二
で
あ
り
、
東
總
本
二
に
は
永
田
調
兵
衛
の
蔵
板
目
録
が
附
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
刊
記
・
奥
付
の
な
い
駒
本
一
・
東
總
本
一
・
月
山
寺
純
映
本
を
見
て
み
よ
う
。
こ
れ
ら
が
い
つ
頃
刷
ら
れ
た
も
の
か
を
推
定
す
る
に
は
、

版
面
の
状
態
を
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
末
【
倶
舎
論
附
点
本
版
面
状
態
対
照
表
】
を
見
て
み
る
と
、
巻
第
一
第
一
丁
表
匡
郭
左
辺
の
傷
が
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（
ロ
）
・
月
山
寺
純
映
本
で
は
一
箇
所
、
そ
の
他
の
諸
本
で
は
二
箇
所
、
巻
第
二
十
一
第
十
九
丁
裏
の
左
辺
の
傷
が
諸
本
皆
一
箇
所
、
巻
第
三
十

第
六
丁
表
右
辺
の
傷
が
（
ロ
）
・
東
總
本
一
・
月
山
寺
純
映
本
で
は
二
箇
所
、
そ
の
他
の
諸
本
で
は
三
箇
所
な
の
に
対
し
、
駒
本
一
に
は
い
ず
れ

に
も
傷
が
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
駒
本
一
は
版
面
の
傷
が
最
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
最
も
早
印
と
見
ら
れ
る
。（
ロ
）
・
月
山
寺
純
映
本
は
、
駒

本
一
の
次
に
傷
が
少
な
く
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
刷
り
と
見
ら
れ
、
な
お
か
つ
月
山
寺
純
映
本
の
巻
末
に
は
ま
ま
享
保
四
年
五
台
山
清
涼
寺
明
王
院
素

光
の
校
記
が
見
ら
れ
る
か
ら
、
両
本
と
も
享
保
四
年
以
前
の
刷
り
と
見
て
よ
い
。
東
總
本
一
は
、
こ
の
両
本
に
次
い
で
傷
が
少
な
く
、
こ
れ
に
次

い
で
傷
の
少
な
い
の
が
内
本
で
あ
る
か
ら
、（
ロ
）
及
び
月
山
寺
純
映
本
と
、
内
本
と
の
間
に
刷
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
内
本
以
降
は
先
述
の
通

り
で
あ
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
附
点
本
に
必
ず
存
在
す
る
忍
澂
刊
語
（
巻
第
三
十
第
十
六
丁
表
、
本
稿
末
【
書
影
２
】）
が
、
駒
本
一
で
は
同
じ
天
和
三
年

四
月
八
日
の
記
で
あ
り
な
が
ら
、
内
容
に
若
干
の
差
違
が
見
ら
れ
、「
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
三
十
巻
請

東
獅
嶽
升
蓮
社
／
蔵
本
刊
行
　
天
和
三
年

歳
次
癸
亥
卯
月
八
日
」
に
作
る
点
で
あ
る
（
本
稿
末
【
書
影
１
】）。
最
も
大
き
な
違
い
は
、
刊
行
の
経
緯
に
つ
い
て
、
他
の
刊
語
で
は
「
以
洛
東

獅
谷
升
蓮
社
蔵
本
鏤
梓
行
世
」
に
作
る
と
こ
ろ
を
、「
請

東
獅
嶽
升
蓮
社
蔵
本
刊
行
」
に
作
る
点
と
、
前
者
で
は
「
信
／
阿
」
・
「
忍
澂
／
之

印
」
の
墨
刷
印
記
が
あ
っ
て
、
明
確
に
忍
澂
の
刊
行
で
あ
る
こ
と
を
謳
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
で
は
墨
刷
印
記
が
な
く
、
刊
行
主
体
が
明
示

さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
駒
本
一
は
先
述
の
よ
う
に
今
回
調
査
し
た
中
で
最
も
早
い
時
期
に
刷
ら
れ
た
附
点
本
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
型
の
刊
語

を
持
つ
版
本
は
「
以
洛
東
獅
谷
升
蓮
社
蔵
本
鏤
梓
行
世
」
型
の
刊
語
を
持
つ
版
本
よ
り
も
早
印
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
刊
語
の
埋
め
換
え

時
に
、
忍
澂
が
刊
行
者
と
し
て
明
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
法
然
院
本
の
刊
語
は
「
以
…
鏤
梓
行
世
」
型
で
あ
る
か
ら
、
埋
め

換
え
の
時
期
は
法
然
院
本
が
刷
ら
れ
る
以
前
の
こ
と
で
あ
り
、
駒
本
一
は
そ
れ
よ
り
も
早
い
時
期
の
印
本
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
駒
本

一
の
刊
語
に
も
埋
木
の
痕
跡
が
は
っ
き
り
と
見
て
と
れ
る
こ
と
か
ら
、
埋
木
の
な
い
状
態
で
刷
ら
れ
た
印
本
が
存
在
し
た
可
能
性
す
ら
あ
る
の
で

あ
る
。
駒
本
一
は
一
冊
二
巻
全
十
五
冊
の
裝
丁
で
あ
る
か
ら
、
先
述
の
檗
蔵
の
特
徴
の
ひ
と
つ
、
千
字
文
ご
と
に
分
冊
す
る
と
い
う
体
裁
に
従
っ

て
い
な
い
。
こ
れ
が
原
裝
だ
と
は
断
言
で
き
な
い
が
、
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
法
然
院
の
檗
蔵
に
入
れ
版
さ
れ
る
以
前
に
、
こ
の
刊
語
を
持
つ



印
本
が
単
行
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

四
『
達
摩
多
羅
禅
経
』
・
『
成
実
論
』
の
覆
嘉
興
蔵
版
二
種

こ
こ
で
、
覆
嘉
興
蔵
版
、
天
和
年
間
、
洛
東
獅
谷
升
蓮
社
、
忍
澂
、
附
点
本
の
二
種
の
刊
語
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
、『
倶
舎
論
』
以
外
の
経

典
に
広
く
目
を
転
じ
る
と
、
こ
れ
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
当
て
は
ま
る
経
典
を
、
法
然
院
本
中
に
他
に
も
二
点
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
で
に

松
永
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
一
つ
は
『
達
摩
多
羅
禅
経
』
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
『
成
実
論
』
で
あ
る
（
22
）
。
松
永
氏
は
『
達
摩
多
羅
禅

経
』
の
刊
語
に
「
白
蓮
社
蔵
本
と
せ
ず
に
升
蓮
社
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
忍
澂
所
持
本
の
『
万
暦
版
』
を
も
っ
て
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
に
刊

行
し
た
こ
と
に
な
る
」
と
論
じ
、
檗
蔵
で
は
「
は
じ
め
欠
経
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
述
べ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、
松
永
氏

自
身
の
調
査
に
よ
っ
て
、
こ
の
三
経
が
最
初
期
の
刷
り
で
あ
る
正
明
寺
所
蔵
の
檗
蔵
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
正
明
寺
へ
の
施
入

が
完
了
し
た
天
和
元
年
に
は
、
い
ま
だ
三
経
の
附
点
本
は
開
版
さ
れ
て
い
な
い
上
に
、
正
明
寺
本
『
倶
舎
論
』
の
丁
数
は
先
述
の
よ
う
に
附
点
本

と
一
致
せ
ず
、
無
点
本
と
一
致
す
る
（
23
）
。
そ
こ
で
、
ま
ず
『
達
摩
多
羅
禅
経
』
と
『
成
実
論
』
の
覆
嘉
興
蔵
版
の
出
版
状
況
を
確
認
し
た
上
で
、
法

然
院
本
前
後
に
刷
ら
れ
た
檗
蔵
に
お
け
る
三
経
の
収
録
状
況
に
つ
い
て
考
察
し
、
附
点
本
入
れ
版
の
実
態
に
迫
っ
て
み
た
い
。

『
達
摩
多
羅
禅
経
』
に
は
、『
倶
舎
論
』
と
同
様
、
升
蓮
社
蔵
本
を
底
本
と
し
た
附
点
本
と
、
無
点
本
と
い
う
二
種
の
覆
嘉
興
蔵
版
が
あ
る
。
法

然
院
に
は
附
点
本
が
所
蔵
さ
れ
、『
法
然
院
檗
蔵
目
録
』
の
書
影
に
よ
れ
ば
、
巻
下
第
三
十
五
丁
裏
末
行
の
末
題
に
続
け
て
小
字
双
行
で
「
請

東
獅
嶽
升
蓮
社
蔵
本
刊
行
／
天
和
二
年
歳
次
壬
戌
臘
月
八
日
」
の
刊
語
が
見
え
る
。
こ
の
刊
語
の
文
面
は
、『
倶
舎
論
』
の
駒
本
一
と
同
型
で
あ

る
。
そ
の
後
印
本
に
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
蔵
本
が
あ
る
（
以
下
「
東
文
研
本
」）。『
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
漢
籍
分
類
目
録
』
に

は
「
天
和
二
年
京
都
興
文
閣
拠

東
獅
嶽
升
蓮
社
蔵
本
景
刊
」
と
著
録
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
三
経
の
附
点
本
は
興
文
閣
刊
行
か
と
疑
わ
れ
た
が
、

調
査
の
結
果
、
刊
語
・
版
面
の
状
態
が
法
然
院
本
よ
り
か
な
り
傷
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
同
版
の
後
印
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
後
印
者
は
、
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刊
語
の
次
丁
に
「
平
安
書
肆
　
興
文
閣
蔵
版
目
録
」
で
は
じ
ま
る
蔵
版
目
録
が
あ
り
、
末
に
「
京
　
小
川
源
兵
衛
版
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
文

天
保
間
（
一
七
三
六
〜
一
八
四
四
）
に
京
都
で
活
動
し
た
興
文
閣
小
川
源
兵
衛
で
あ
る
（
24
）
。
蔵
版
目
録
に
は
「
達
磨
禅
経
」
の
み
著
録
さ
れ
（
第
一

丁
裏
第
二
行
目
上
段
）、
他
の
二
経
は
著
録
さ
れ
な
い
か
ら
、
小
川
源
兵
衛
は
三
経
の
う
ち
『
達
摩
多
羅
禅
経
』
の
版
木
だ
け
収
蔵
し
て
い
た
と

見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
後
印
本
に
よ
っ
て
、『
達
摩
多
羅
禅
経
』
の
刊
語
が
、『
倶
舎
論
』
の
駒
本
一
と
同
様
、
埋
木
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
刊
語
は
法
然
院
本
が
刷
ら
れ
た
当
時
か
ら
埋
木
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
が
、
相
当
精
巧
だ
っ
た
よ
う
で
、『
法
然
院
檗
蔵
目
録
』
の
書
影

を
見
る
限
り
埋
木
に
は
見
え
な
い
。
し
か
し
東
文
研
本
で
は
刊
語
の
前
行
に
あ
る
音
釈
に
カ
ス
レ
が
あ
り
、
か
つ
刊
語
「
獅
」
字
と
次
行
の
「
次
」

字
に
渡
っ
て
大
き
な
亀
裂
（
法
然
院
本
で
は
線
状
の
傷
）
が
入
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
亀
裂
は
音
釈
ま
で
渡
っ
て
い
な
い
（
本
稿

末
【
書
影
３
】）。
版
面
に
カ
ス
レ
が
見
え
る
の
は
版
木
に
凹
凸
が
生
じ
た
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
カ
ス
レ
が
初
刷
り
の
頃
な
か
っ
た
の
は
版
木
の
凹

凸
が
後
印
さ
れ
る
過
程
で
生
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
し
一
枚
の
版
木
に
雕
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
凹
凸
が
生
じ
る
は
ず
は

な
い
し
、
刊
語
の
亀
裂
も
音
釈
に
ま
で
至
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
は
刊
語
が
も
と
も
と
埋
木
だ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、

無
点
本
は
月
山
寺
・
上
越
教
育
大
学
に
所
蔵
さ
れ
る
。
版
面
を
比
較
す
る
と
、
両
本
は
同
版
で
上
越
大
本
が
後
印
で
あ
る
。
巻
下
は
附
点
本
と
は

異
な
っ
て
第
三
十
六
丁
表
ま
で
あ
り
、
第
三
十
五
丁
裏
は
本
文
の
終
わ
る
五
行
目
以
降
印
字
さ
れ
ず
、
次
丁
の
表
に
音
釈
と
墨
丁
が
刷
ら
れ
て
い

る
（
25
）。
東
京
大
学
總
合
図
書
館
所
蔵
の
嘉
興
蔵
版
（
崇
禎
五
年
径
山
化
城
寺
刊
本
）
の
巻
下
の
丁
数
は
三
十
六
丁
で
無
点
本
と
一
致
す
る
か
ら
、

『
倶
舎
論
』
の
場
合
と
同
様
、
無
点
本
は
嘉
興
蔵
版
を
忠
実
に
覆
刻
し
た
と
い
え
る
の
に
対
し
、
附
点
本
は
お
そ
ら
く
丁
数
減
ら
し
の
目
的
で
音

釈
・
末
題
を
第
三
十
五
丁
に
押
し
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

『
成
実
論
』
に
も
、
升
蓮
社
蔵
本
を
底
本
と
し
た
附
点
本
と
、
無
点
本
と
い
う
二
種
の
覆
嘉
興
蔵
版
が
あ
る
。
法
然
院
に
は
附
点
本
が
所
蔵
さ

れ
、
そ
の
後
印
本
（
文
政
九
年
修
明
治
中
京
都
貝
葉
書
院
印
本
）
が
東
京
大
学
總
合
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。
附
点
本
の
刊
語
は
「
成
実
論
凡
二

十
巻
以
洛
東
獅
谷
升
蓮
社
／
蔵
本
鏤
梓
行
世
／
天
和
癸
亥
七
月
初
八
之
日
」、
末
に
「
信
／
阿
」「
忍
澂
／
之
印
」
の
墨
刷
印
記
が
あ
り
、
こ
れ
ら

は
両
本
の
版
面
の
状
態
か
ら
、
埋
木
で
は
な
く
、
も
と
も
と
版
木
に
雕
ら
れ
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
（
本
稿
末
【
書
影
４
】）。
一
方
、
無
点
本



は
月
山
寺
・
上
越
教
育
大
学
・
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
る
。
版
面
を
比
較
す
る
と
、
三
本
は
同
版
で
、
月
山
寺
本
が
最
も
早
印
、

東
文
研
本
が
最
も
後
印
で
あ
る
。
巻
第
二
十
第
二
十
五
丁
裏
は
、
三
本
と
も
匡
郭
右
辺
ま
で
し
か
刷
ら
れ
て
お
ら
ず
、
月
山
寺
本
で
は
続
け
て
檗

蔵
の
寄
進
者
で
あ
る
了
翁
（
一
六
三
〇
〜
一
七
〇
七
）
の
発
願
文
が
朱
刷
り
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
発
願
文
に
は
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
に
東
叡

山
勧
学
院
で
記
し
た
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
無
点
本
は
そ
れ
以
前
の
刷
り
で
あ
る
。
ま
た
『
倶
舎
論
』
・
『
達
摩
多
羅
禅
経
』
の
場
合
と
同

様
、
附
点
本
と
無
点
本
に
は
丁
数
に
異
同
が
あ
り
、
附
点
本
は
巻
第
四
第
十
第
十
八
に
お
い
て
無
点
本
に
比
べ
一
丁
少
な
い
。
内
閣
文
庫
所
蔵
の

嘉
興
蔵
版
（
万
暦
四
十
二
年
四
十
三
年
径
山
化
城
寺
刊
本
）
の
丁
数
は
東
文
研
蔵
の
無
点
本
と
一
致
す
る
か
ら
、
無
点
本
は
嘉
興
蔵
版
を
忠
実
に

覆
刻
し
た
と
い
え
る
の
に
対
し
、
附
点
本
で
は
お
そ
ら
く
丁
数
減
ら
し
の
目
的
で
音
釈
・
末
題
を
前
丁
に
押
し
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
月
山
寺
の
檗
蔵
収
録
本
で
あ
る
。
こ
の
檗
蔵
は
、『
月
山
寺
檗
蔵
目
録
』
の
渡
辺
氏
「
調
査
報
告
」
に
よ
れ
ば
、
貞

享
三
年
十
二
月
か
ら
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
二
月
に
か
け
て
了
翁
に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
、
法
然
院
蔵
の
檗
蔵
と
ほ
ぼ
同
時
期
か
、
や

や
早
い
時
期
の
刷
り
本
と
見
ら
れ
、
初
刷
り
の
正
明
寺
本
か
ら
文
政
期
の
上
越
大
本
に
至
る
ま
で
の
檗
蔵
の
構
成
内
容
の
変
遷
を
知
る
上
で
大
変

貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
法
然
院
本
と
同
時
期
の
檗
蔵
に
お
い
て
『
倶
舎
論
』
・
『
達
摩
多
羅
禅
経
』
・
『
成
実
論
』
が
ど
の
よ
う
な
版
で

納
入
さ
れ
て
い
た
か
を
、
こ
の
月
山
寺
本
を
通
し
て
考
え
て
み
た
い
。

月
山
寺
の
檗
蔵
で
は
『
倶
舎
論
』
を
欠
く
も
の
の
、『
達
摩
多
羅
禅
経
』
・
『
成
実
論
』
の
二
経
を
無
点
本
で
所
蔵
す
る
か
ら
、『
倶
舎
論
』
も

無
点
本
が
納
入
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
本
稿
末
の
【
達
摩
多
羅
禅
経
・
倶
舎
論
・
成
実
論
諸
本
丁
数
異
同
表
】
は
三
経

の
う
ち
版
本
に
よ
っ
て
丁
数
に
異
同
の
あ
る
巻
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
月
山
寺
本
『
達
摩
多
羅
禅
経
』
・
『
成
実
論
』
の
丁
数

が
正
明
寺
本
・
上
越
大
本
と
一
致
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
加
え
て
月
山
寺
本
『
倶
舎
論
』
も
上
越
大
本
と
同
版
の
無
点
本
だ
っ
た
と
推
測
す
る
と
、

三
経
の
無
点
本
は
、
上
越
大
本
の
は
る
か
以
前
、
月
山
寺
本
の
当
時
か
ら
開
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
は
、
初
刷
り
の
正
明
寺
本
に

あ
っ
て
も
月
山
寺
本
と
同
版
の
無
点
本
が
収
録
さ
れ
て
い
た
と
の
推
測
を
補
強
す
る
も
の
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば
、
無
点
本
は
、
附
点
本
が
法

然
院
に
納
入
さ
れ
る
よ
り
も
前
に
、
す
で
に
開
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
要
す
る
に
、
檗
蔵
出
版
の
歴
史
に
お
い
て
、
三
経
の
納
入
は
、
法
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然
院
本
を
除
き
、
そ
の
当
初
か
ら
一
貫
し
て
無
点
本
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
結
局
、
附
点
本
の
入
れ
版
は
法
然
院
本
に
対
し
て

の
み
行
わ
れ
た
と
結
論
す
る
の
が
妥
当
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
最
後
に
附
点
本
の
開
版
に
つ
い
て
少
し
考
察
し
て
お
き
た
い
。

『
倶
舎
論
』
・
『
達
摩
多
羅
禅
経
』
・
『
成
実
論
』
の
附
点
本
は
、
い
ず
れ
も
升
蓮
社
蔵
本
の
重
刊
本
で
あ
る
点
、
ま
ま
丁
数
減
ら
し
が
行
わ

れ
て
い
る
点
、
と
も
に
法
然
院
の
檗
蔵
に
入
れ
版
さ
れ
て
い
る
点
等
、
共
通
す
る
部
分
が
多
い
こ
と
か
ら
、
も
と
も
と
三
経
一
セ
ッ
ト
で
の
開
版

が
企
画
さ
れ
た
と
考
え
得
る
。
そ
の
出
版
は
最
終
的
に
は
忍
澂
が
主
持
し
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
が
、
初
め
に
開
版
を
企
画
し
た
人
物
は
お
そ
ら
く

別
に
あ
ろ
う
。

『
達
摩
多
羅
禅
経
』
と
『
倶
舎
論
』
の
駒
本
一
の
刊
語
に
「
請

東
獅
嶽
升
蓮
社
蔵
本
刊
行
」（
以
下
「
刊
語
Ａ
」）
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
忍

澂
は
附
点
本
の
底
本
と
な
る
所
持
本
を
提
供
し
た
立
場
に
あ
っ
て
、
刊
行
者
で
は
な
い
。『
達
摩
多
羅
禅
経
』
の
後
印
本
に
は
刊
語
の
埋
め
換
え

は
見
ら
れ
な
い
が
、『
倶
舎
論
』
駒
本
一
以
降
の
印
本
で
は
刊
語
が
「
以
洛
東
獅
谷
升
蓮
社
蔵
本
鏤
梓
行
世
」（
以
下
「
刊
語
Ｂ
」）
に
埋
め
換
え

ら
れ
、
忍
澂
の
墨
刷
印
記
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。『
成
実
論
』
で
は
、『
倶
舎
論
』
と
同
様
、
刊
語
Ｂ
と
墨
刷
印
記
を
持
つ
が
、
と
も
に
埋
木
で
は

な
く
、
最
初
か
ら
版
木
に
雕
り
込
ま
れ
て
い
る
。『
成
実
論
』
が
他
の
二
経
と
同
じ
経
緯
で
開
版
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
れ
だ
け
埋
木
で
な
い
の
で
あ
る
。
三
経
の
刊
語
に
記
さ
れ
た
刊
年
と
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
型
の
刊
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
図
式
化
し
た

も
の
が
、
本
稿
末
の
【
附
点
本
刊
語
対
照
表
】
で
あ
る
。『
倶
舎
論
』
の
刊
語
Ａ
と
Ｂ
に
は
と
も
に
天
和
三
年
四
月
の
記
が
刻
さ
れ
て
い
る
が
、

刊
語
Ａ
を
持
つ
駒
本
一
の
版
面
の
状
態
を
、
刊
語
Ｂ
の
な
か
で
比
較
的
早
く
に
刷
ら
れ
た
法
然
院
本
や
成
本
（
ロ
）
と
比
べ
る
と
、
痛
み
や
傷
の

具
合
に
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、刊
語
Ｂ
に
埋
め
換
え
後
の
印
本
は
天
和
三
年
四
月
よ
り
一
定
期
間
す
ぎ
て
か
ら
刷
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
も
し
『
倶
舎
論
』
の
刊
語
の
埋
め
換
え
が
『
成
実
論
』
の
完
成
以
後
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、『
成
実
論
』
も
一
度
は
刊
語
Ａ
で
刷
ら
れ
て

い
て
も
よ
い
の
に
、
実
際
は
刊
語
Ｂ
が
最
初
か
ら
版
木
に
雕
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、『
倶
舎
論
』
の
刊
語
の
埋
め
換
え
は

『
成
実
論
』
刊
行
よ
り
前
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
こ
の
埋
め
換
え
が
行
わ
れ
た
時
期
は
、
刊
語
Ａ
の
刻
さ
れ
た
天
和
三



年
四
月
を
一
応
そ
の
上
限
と
す
る
と
、
そ
の
下
限
は
『
成
実
論
』
の
刊
行
さ
れ
た
天
和
三
年
七
月
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

刊
語
の
埋
め
換
え
が
必
要
に
な
っ
た
の
は
、
天
和
三
年
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
間
に
発
行
主
体
に
変
更
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
何
故
か
と

い
う
と
、
刊
語
Ａ
で
は
「

東
獅
嶽
升
蓮
社
蔵
本
を
請
う
て
刊
行
す
」
と
あ
っ
て
、
何
者
か
が
忍
澂
蔵
本
を
借
り
て
刊
行
し
た
の
に
対
し
、
刊
語

Ｂ
で
は
「
洛
東
獅
谷
升
蓮
社
蔵
本
を
以
て
鏤
梓
し
て
世
に
行
う
」
と
あ
る
う
え
、
忍
澂
の
墨
刷
印
記
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
忍
澂
が
出
版
を
主
持
し

た
よ
う
に
受
け
取
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
最
初
は
法
然
院
か
、
法
然
院
外
の
何
者
か
が
忍
澂
所
蔵
の
三
経
に
目
を
つ
け
、
そ
の
重
刊
を
計

画
し
た
も
の
の
、
何
ら
か
の
理
由
で
天
和
三
年
四
月
か
ら
七
月
の
間
に
忍
澂
自
身
が
発
行
を
主
持
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
『
倶
舎
論
』

の
刊
語
が
Ａ
か
ら
Ｂ
へ
と
埋
め
換
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
そ
う
仮
定
し
た
場
合
、
何
故
『
達
摩
多
羅
禅
経
』
だ
け
刊
語
Ｂ
へ
埋
め
換
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
は
、
江
戸
時

代
に
頻
繁
に
見
ら
れ
る
版
木
の
売
買
が
か
か
わ
っ
て
い
よ
う
。
お
そ
ら
く
『
倶
舎
論
』
の
刊
語
の
埋
め
換
え
が
さ
れ
た
時
に
は
、『
達
摩
多
羅
禅

経
』
が
す
で
に
一
定
部
数
刷
り
終
わ
っ
て
、
版
木
が
他
者
に
売
却
さ
れ
て
い
た
た
め
、『
達
摩
多
羅
禅
経
』
の
版
木
は
す
で
に
開
板
者
の
手
元
に

な
く
、
刊
語
を
直
し
た
く
て
も
直
せ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
に
対
し
、
開
版
が
四
ヶ
月
ほ
ど
遅
れ
た
『
倶
舎
論
』
の
版
木
は
、

『
成
実
論
』
開
版
当
時
ま
だ
手
元
に
あ
っ
た
た
め
『
成
実
論
』
に
合
わ
せ
て
埋
め
換
え
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

五
　
お
わ
り
に

『
倶
舎
論
』
の
覆
嘉
興
蔵
版
に
は
無
点
本
と
附
点
本
の
二
版
が
あ
る
。
前
者
は
黄
檗
山
宝
蔵
院
で
檗
蔵
開
版
の
当
初
か
ら
檗
蔵
中
の
一
経
典
と

し
て
印
造
さ
れ
続
け
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
天
和
三
年
に
何
者
か
に
よ
っ
て
法
然
院
の
忍
澂
蔵
本
を
底
本
と
し
て
開
版
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
附
点
本
は
開
版
後
ま
も
な
い
時
期
に
、
刊
語
を
忍
澂
を
発
行
主
体
と
し
て
明
示
す
る
も
の
に
埋
め
換
え
た
後
、
法
然
院
に
檗
蔵
を
納
入
す
る

際
に
入
れ
版
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
一
時
的
な
も
の
で
、
他
の
檗
蔵
に
は
入
れ
版
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
附
点
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本
の
版
木
は
大
坂
の
書
林
を
転
々
と
し
、
弘
化
二
年
に
は
智
積
院
隆
栄
に
よ
っ
て
改
点
校
修
が
行
わ
れ
、
明
治
に
至
る
ま
で
印
造
さ
れ
続
け
た
。

天
和
年
間
に
升
蓮
社
忍
澂
蔵
本
を
底
本
に
開
版
さ
れ
た
附
点
本
に
よ
っ
て
法
然
院
の
檗
蔵
に
入
れ
版
さ
れ
た
も
の
に
は
、『
倶
舎
論
』
の
他
、『
達

摩
多
羅
禅
経
』
・
『
成
実
論
』
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
他
の
檗
蔵
で
は
、
最
初
期
の
刷
り
本
で
あ
る
正
明
寺
本
以
来
、
こ
の
三
経
は
一
貫
し
て

無
点
本
が
納
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
何
故
法
然
院
に
だ
け
附
点
本
で
納
入
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

檗
蔵
の
な
か
に
は
、
嘉
興
蔵
版
に
よ
る
改
刻
が
成
っ
た
後
で
も
、
納
入
先
の
希
望
等
に
よ
っ
て
は
旧
来
の
入
れ
版
を
使
っ
て
納
入
す
る
ケ
ー
ス

が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
26
）
。
法
然
院
本
の
場
合
も
こ
れ
に
準
じ
た
ケ
ー
ス
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
整
合
性
の
あ
る
解
釈
を
試
み
れ
ば
、

初
刷
り
の
正
明
寺
本
の
納
入
完
了
年
は
天
和
元
年
で
あ
る
か
ら
、
も
し
そ
の
時
点
で
無
点
本
の
覆
嘉
興
蔵
版
が
完
成
し
て
い
た
の
な
ら
、
そ
れ
を

そ
の
ま
ま
法
然
院
に
納
入
す
れ
ば
よ
い
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
附
点
本
で
納
入
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
理
由
は
ひ
と
つ
、
法
然
院
側
が

附
点
本
に
よ
る
納
入
を
希
望
し
た
に
違
い
な
い
。
法
然
院
が
い
つ
宝
蔵
院
に
檗
蔵
の
購
入
を
申
し
込
ん
だ
か
は
定
か
で
は
な
い
も
の
の
、
時
期
的

に
見
て
、
す
で
に
忍
澂
所
蔵
の
三
経
を
底
本
に
用
い
た
開
版
が
計
画
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
十
分
あ
る
。
そ
の
た
め
法
然
院
か
ら
宝
蔵
院
に
対
し

て
、
こ
の
附
点
本
を
檗
蔵
の
裝
丁
に
仕
立
て
て
納
入
し
て
も
ら
い
た
い
旨
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
希
望
の
動
機
は
お
そ
ら
く
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
納
入
先
の
寺
院
に
と
っ
て
は
、
全
蔵
が
嘉
興
蔵
の
覆
刻
本
で
取
り
揃
え
ら
れ
る
こ
と
に
必
ず
し
も
意
義
は
な
く
、
所
属
宗
派
・
寺
院

が
手
塩
に
か
け
て
刊
行
し
た
テ
キ
ス
ト
が
あ
れ
ば
、
覆
嘉
興
蔵
版
を
不
要
と
み
な
す
購
入
者
が
出
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
ま
し
て
法
然
院
の
忍

澂
は
檗
蔵
の
テ
キ
ス
ト
に
問
題
が
多
い
こ
と
を
い
ち
早
く
見
抜
き
、
建
仁
寺
所
蔵
の
高
麗
版
大
蔵
経
と
の
校
訂
を
行
っ
た
人
物
で
あ
る
（
27
）
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
動
機
に
よ
っ
て
、
そ
の
経
典
を
購
入
リ
ス
ト
か
ら
は
ず
し
て
し
ま
う
と
、
は
じ
め
か
ら
一
具
の
大
蔵
経
中
に
欠
経
を
作
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
各
納
入
先
が
自
前
の
版
本
（
版
木
或
い
は
化
粧
裁
ち
し
て
い
な
い
刷
り
本
）
を
宝
蔵
院
に
送
り
、
檗
蔵
一
般
と
同
じ
裝
丁

に
仕
立
て
て
も
ら
い
、
自
己
の
檗
蔵
に
加
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
本
稿
中
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、『
倶
舎
論
』
の
弘
化
二
年
改
点
校
修
本
で
は
、
隆
栄
の
校
記
中
に
檗
蔵
と
の
校
勘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
同



じ
嘉
興
蔵
版
を
覆
刻
し
た
は
ず
の
両
書
に
本
文
の
異
同
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
嘉
興
蔵
に
二
版
あ
る
の
か
、
附
点
本
の
底
本
は
本
当
に
嘉

興
蔵
版
な
の
か
、
と
い
っ
た
疑
問
が
当
然
涌
い
て
こ
よ
う
。
ま
た
同
じ
嘉
興
蔵
版
が
底
本
だ
っ
た
と
す
る
と
、
附
点
本
に
は
忍
澂
蔵
本
に
も
と
づ

く
本
文
の
校
改
が
加
え
ら
れ
て
い
る
可
能
性
も
出
て
く
る
。
と
す
れ
ば
、
法
然
院
が
附
点
本
に
よ
る
納
入
を
希
望
し
た
の
も
、
ま
さ
に
忍
澂
校
点

本
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

〔
注
〕

（
１
）

宝
蔵
院
に
つ
い
て
は
、
松
永
知
海
「
黄
檗
版
大
蔵
経
―
版
庫
の
移
転
を
中
心
と
し
て
」（『
黄
檗
文
華
』
第
百
十
六
号
、
一
九
九
六
年
十
二
月
）
を
参
照
。

（
２
）

一
般
に
明
版
大
蔵
経
と
呼
ば
れ
、
他
に
万
暦
版
・
楞
厳
寺
版
の
異
称
が
あ
り
、
初
の
方
冊
本
大
蔵
経
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
万
暦
十
七
年
（
一
五
八
九
）
に
密

蔵
道
開
等
の
主
持
で
五
台
山
紫
霞
谷
妙
徳
庵
で
開
版
さ
れ
、
余
杭
径
山
の
径
山
寺
・
興
聖
万
寿
禅
寺
・
寂
照
庵
・
化
城
寺
、
嘉
興
府
楞
厳
寺
等
に
開
版
地
を
移
し

つ
つ
、
崇
禎
十
五
年
（
一
六
四
二
）
頃
に
正
蔵
が
完
成
、
康
熙
五
年
（
一
六
六
六
）
に
続
蔵
が
完
成
、
康
熙
十
五
年
に
又
続
蔵
が
完
成
し
、
以
後
も
康
熙
年
間
の

末
ま
で
追
加
入
蔵
が
行
わ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

（
３
）

大
槻
幹
郎
・
加
藤
正
俊
・
林
雪
光
編
『
黄
檗
文
化
人
名
辞
典
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
八
年
十
二
月
）「
鉄
眼
道
光
」
條
・
大
槻
幹
郎
「
黄
檗
版
大
蔵
経
の
原

本
に
つ
い
て
」（『
影
印
黄
檗
版
大
蔵
経
刊
記
集
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
一
年
三
月
）
所
収
）
を
参
照
。

（
４
）

本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
諸
論
考
及
び
黄
檗
版
大
蔵
経
の
現
存
目
録
を
参
考
に
し
た
。

田
代
俊
孝
「
越
前
丹
山
文
庫
所
蔵
麗
蔵
校
合
黄
檗
版
一
切
経
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
三
十
巻
第
二
号
、
一
九
八
二
年
三
月
）

『
上
越
教
育
大
学
所
蔵
黄
檗
鉄
眼
版
一
切
経
目
録
』（
上
越
教
育
大
学
附
属
図
書
館
、
一
九
八
八
年
三
月
、
以
下
「『
上
越
教
育
大
学
檗
蔵
目
録
』」）

『
獅
谷
法
然
院
所
蔵
麗
蔵
對
校
黄
檗
版
大
蔵
経
並
新
続
入
蔵
経
目
録
』（
仏
教
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
、
一
九
八
九
年
十
二
月
、
以
下
「『
法
然
院
檗
蔵
目
録
』」）

松
永
知
海
「『
黄
檗
版
大
蔵
経
』
刊
記
集
解
題
」（『
影
印
黄
檗
版
大
蔵
経
刊
記
集
』
所
収
）

松
永
知
海
「『
黄
檗
版
大
蔵
経
』
の
再
評
価
」（『
仏
教
史
学
研
究
』
第
34
巻
第
２
号
、
一
九
九
一
年
十
月
）

松
永
知
海
「『
黄
檗
版
大
蔵
経
』
の
募
縁
刊
記
再
考
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
十
二
巻
第
二
号
、
一
九
九
四
年
三
月
）

松
永
知
海
「
黄
檗
版
大
蔵
経
と
わ
た
し
」（『
仏
教
大
学
報
』
第
47
号
、
一
九
九
七
年
九
月
）

松
永
知
海
「
黄
檗
宗
寶
蔵
院
所
蔵
版
木
に
つ
い
て
―
―
と
く
に
蔵
外
典
籍
を
中
心
と
し
た
課
題
―
―
」（『
香
川
孝
雄
博
士
古
稀
記
念
論
集
仏
教
学
浄
土
学
研
究
』

永
田
文
昌
堂
、
二
〇
〇
一
年
三
月
）

内
山
純
子
・
渡
辺
麻
里
子
『
曜
光
山
月
山
寺
了
翁
寄
進
鉄
眼
版
一
切
経
目
録
』（
曜
光
山
月
山
寺
、
二
〇
〇
一
年
五
月
、
以
下
「『
月
山
寺
檗
蔵
目
録
』」）

野
沢
佳
美
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
明
版
嘉
興
蔵
輸
入
の
影
響
に
つ
い
て
」（『
立
正
大
学
東
洋
史
論
集
』
第
13
号
、
二
〇
〇
一
年
九
月
）

松
永
知
海
「『
黄
檗
版
大
蔵
経
』
の
刊
行
に
つ
い
て
―
―
入
れ
版
を
中
心
と
し
て
―
―
」（『
高
橋
弘
次
先
生
古
稀
記
念
論
集
浄
土
学
仏
教
学
論
叢
』
第
一
巻
、
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二
〇
〇
四
年
十
一
月
）

松
永
知
海
「
後
水
尾
法
皇
下
賜
正
明
寺
蔵
初
刷
『
黄
檗
版
大
蔵
経
』
目
録
」（『
仏
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
附
録
』、
仏
教
大
学
総
合
研
究
所
、
二
〇
〇

四
年
十
二
月
、
以
下
「「
正
明
寺
檗
蔵
目
録
」」）

（
５
）

本
稿
注
（
４
）
の
諸
論
文
・
目
録
等
を
参
照
。
な
お
拙
稿
「
日
本
に
お
け
る
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
の
受
容
と
出
版
」（『
日
本
漢
文
学
研
究
』
創
刊
号
、
二
〇

〇
六
年
三
月
）
で
は
、
唐
・
宗
密
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
の
覆
五
山
版
が
寛
永
年
間
に
開
板
さ
れ
て
か
ら
、
檗
蔵
印
造
の
初
期
に
入
れ
版
さ
れ
、
ま
も
な
く
嘉
興

蔵
版
の
覆
刻
が
成
り
、
覆
五
山
版
の
版
木
が
書
林
に
流
れ
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

（
６
）

千
字
文
は
、
巻
第
一
至
第
十
が
「
楼
一
」
至
「
楼
十
」、
巻
第
十
一
至
第
二
十
が
「
観
一
」
至
「
観
十
」、
巻
第
二
十
一
至
第
三
十
が
「
飛
一
」
至
「
飛
十
」
で

あ
る
。

（
７
）
『
日
本
仏
教
人
名
辞
典
』（
法
蔵
館
、
一
九
九
二
年
一
月
）
三
九
四
頁
を
参
照
。

（
８
）

松
永
氏
『
法
然
院
檗
蔵
目
録
』「
解
題
」
を
参
照
。

（
９
）
『
浄
土
宗
全
書
』
第
拾
八
巻
（
浄
土
宗
開
宗
八
百
年
記
念
慶
讃
準
備
局
、
一
九
七
一
年
六
月
）
所
収
。

（
10
）
『
日
本
仏
教
人
名
辞
典
』
七
九
六
頁
を
参
照
。

（
11
）

近
年
で
は
、
上
越
教
育
大
学
附
属
図
書
館
に
よ
る
同
館
所
蔵
本
（
越
前
中
頚
城
郡
宮
崎
家
旧
蔵
）
の
全
蔵
調
査
を
は
じ
め
、
寺
院
や
図
書
館
等
が
所
蔵
す
る
檗

蔵
の
現
存
目
録
を
作
成
す
る
際
、
こ
の
通
番
が
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
活
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
『
倶
舍
論
』
は
一
二
六
〇
番
が
割
り
振
ら
れ
て
い
る
。

（
12
）
『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
三
月
）
松
永
知
海
「
鉄
眼
版
」
條
を
参
照
。

（
13
）

松
永
氏
「『
黄
檗
版
大
蔵
経
』
の
刊
行
に
つ
い
て
」
を
参
照
。
以
下
に
述
べ
る
法
然
院
本
の
納
入
年
も
同
論
文
に
よ
る
。

（
14
）

例
え
ば
巻
第
三
第
十
八
丁
表
匡
郭
左
辺
の
へ
こ
み
、
巻
第
九
第
二
十
一
丁
裏
に
界
線
あ
り
、
巻
第
二
十
六
第
二
十
一
丁
表
匡
郭
右
辺
下
方
の
傷
等
。

（
15
）
（
イ
）
の
各
冊
に
は
檗
蔵
独
特
の
題
簽
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
上
か
ら
順
に
、
論
蔵
を
示
す
「
論
」
字
・
書
名
・
収
録
巻
、
続
い
て
上
中
下
三
分
冊
の
冊
次
、
千

字
文
が
刷
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
（
イ
）
が
檗
蔵
の
離
れ
本
で
あ
る
こ
と
の
傍
証
と
い
え
よ
う
。

（
16
）

な
お
分
冊
は
改
装
の
際
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
ま
ま
あ
り
、
も
と
九
分
冊
だ
っ
た
も
の
が
改
装
の
際
に
十
分
冊
さ
れ
た
可
能
性
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。（
ロ
）

が
原
装
の
ま
ま
だ
と
断
定
は
で
き
な
い
が
、
改
装
の
際
に
分
冊
を
変
更
し
た
こ
と
を
匂
わ
せ
る
よ
う
な
痕
跡
も
特
に
見
当
た
ら
な
い
。

（
17
）

な
お
立
正
大
学
図
書
館
に
も
一
点
所
蔵
さ
れ
る
が
、
同
館
に
問
い
合
わ
せ
た
結
果
、
内
閣
文
庫
本
と
同
印
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
調
査
は
し
な
か
っ

た
。

（
18
）

以
下
、「﹇

﹈」
は
刊
記
中
そ
の
部
分
が
埋
木
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、「﹇

﹇

﹈

﹈」
は
埋
木
中
に
さ
ら
埋
木
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

（
19
）

井
上
和
雄
『
慶
長
以
来
書
賈
集
覧
』（
言
論
社
、
一
九
七
八
年
六
月
覆
刻
、
初
版
一
九
一
六
年
彙
文
堂
書
店
刊
）
に
よ
れ
ば
、
河
内
屋
記
一
兵
衛
は
天
保
年
間

（
一
八
三
〇
〜
一
八
四
四
）
以
降
、
前
川
市
兵
衛
は
寛
政
年
間
（
一
七
八
九
〜
一
八
〇
一
）
以
降
、
河
内
屋
喜
兵
衛
は
元
文
年
間
（
一
七
三
六
〜
一
七
四
一
）
以

降
近
代
に
か
け
て
活
動
し
た
書
肆
で
あ
る
。
な
お
同
書
の
増
訂
版
（
坂
本
宗
子
増
訂
、
高
尾
書
店
、
一
九
七
〇
年
十
二
月
）
で
は
、
河
内
屋
喜
兵
衛
の
活
動
年
を

宝
永
年
間
（
一
七
〇
四
〜
一
七
一
一
）
以
降
、
前
川
市
兵
衛
の
活
動
年
を
天
明
寛
政
間
（
一
七
八
一
〜
一
八
〇
一
）
と
修
正
す
る
。
前
川
の
活
動
期
間
は
本
版
の



奥
付
に
よ
っ
て
弘
化
二
年
ま
で
と
修
正
す
べ
き
で
あ
る
。

（
20
）
『
慶
長
以
来
書
賈
集
覧
』
二
三
頁
を
参
照
。

（
21
）
『
東
北
大
学
所
蔵
和
漢
書
古
典
分
類
目
録

漢
籍
』（
東
北
大
学
附
属
図
書
館
、
一
九
七
五
年
三
月
）
に
よ
れ
ば
、
狩
野
文
庫
に
「
寛
延
四
年
河
内
屋
吉
兵
衛
」

（
狩
二
・
三
〇
七
〇
・
一
〇
）
な
る
本
が
所
蔵
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
改
装
等
に
よ
っ
て
弘
化
二
年
の
奥
付
が
失
わ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
22
）
『
法
然
院
檗
蔵
目
録
』「
解
題
」
を
参
照
。

（
23
）
「
正
明
寺
檗
蔵
目
録
」
を
参
照
。
な
お
松
永
氏
は
こ
の
三
經
に
つ
い
て
同
書
の
解
題
で
言
及
し
て
な
い
。

（
24
）

小
川
源
兵
衛
、
松
月
堂
、
後
に
興
文
閣
、
京
都
寺
町
通
六
角
下
ル
、
に
店
を
構
え
た
。
そ
の
活
動
期
間
に
つ
い
て
は
、『
慶
長
以
来
書
賈
集
覧
』
で
は
延
享
天

保
間
（
一
七
四
四
〜
一
八
四
四
）
と
す
る
が
（
一
六
頁
）、
同
書
の
増
訂
版
で
元
文
天
保
間
に
修
正
す
る
の
に
よ
っ
た
（
二
六
頁
）。

（
25
）

渡
辺
氏
は
『
月
山
寺
檗
蔵
目
録
』「
月
山
寺
蔵
了
翁
寄
進
鉄
眼
版
一
切
経
調
査
報
告
」
中
で
、『
達
摩
多
羅
禅
經
』
の
丁
数
の
問
題
に
言
及
し
、「
法
然
院
本
の

特
徴
と
さ
れ
て
い
る
点
が
、
元
禄
五
年
二
月
の
月
山
寺
本
の
時
点
で
、
す
で
に
改
版
さ
れ
、
文
政
期
の
版
本
と
同
様
の
形
式
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
」
と
述

べ
る
（
一
九
四
頁
）。

（
26
）

松
永
氏
「『
黄
檗
版
大
蔵
経
』
の
刊
行
に
つ
い
て
」
を
参
照
。

（
27
）

松
永
氏
『
法
然
院
檗
蔵
目
録
』「
解
題
」
を
参
照
。

附
記

平
成
十
六
年
十
月
に
二
松
学
舎
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
日
本
漢
文
学
研
究
の
世
界
的
拠
点
の
構
築
」
の
Ｃ
Ｏ
Ｅ
研
究
員
に
採
用
さ
れ
、
十
一
月
に
成
田

山
仏
教
図
書
館
で
和
刻
本
仏
典
の
版
本
調
査
を
開
始
し
、
翌
年
十
月
に
完
了
し
た
。
本
稿
は
そ
の
調
査
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
約
一
年
に
わ
た
る
調
査
に
、

終
始
こ
こ
ろ
よ
く
御
協
力
い
た
だ
い
た
成
田
山
仏
教
図
書
館
の
皆
様
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
曜
光
山
月
山
寺
住
職
光
栄
純
貴
師
に
は
同
寺
所
蔵
本

の
閲
覧
を
お
許
し
い
た
だ
き
、
内
山
純
子
先
生
に
は
調
査
に
御
同
道
い
た
だ
き
、『
倶
舎
論
』
の
旧
蔵
者
月
山
寺
四
十
六
世
純
映
に
つ
い
て
貴
重
な
御
教
示
を
頂

戴
し
た
。
そ
の
他
、
閲
覧
・
複
写
に
当
た
っ
て
は
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
・
東
京
大
学
總
合
図
書
館
・
同
東
洋
文
化
研
究
所
・
駒
沢
大
学
図
書
館
・
立
正
大

学
図
書
館
・
上
越
教
育
大
学
附
属
図
書
館
等
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
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【書影２】『倶舎論』成本（ﾛ） 【書影１】『倶舎論』駒本一

【書影４】『成実論』東 本 【書影３】『達摩多羅禅経』東文研本


